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界で注目を集めている (Longleyet al.， 1998; Openshaw & Abrahart， 2000). この方面の研究は多岐にわ
たるが，重要な研究課題の lつに空間分析用のプラットホームを構築することがある (Atkinsonand 
Martin， 2000). SpaceStatを開発したLucAnselinはその先導的役割を果たした一人であるが (Anselin，
1993) ，最近では英国Leeds大学のCCG(Centre for Computational Geography)や米国ペンシルベニア
州立大学のGeoVIST A Centerなどでも精力的にGeoComputationの研究が進められている.米国カリ
























































ソフトウェア名 | 入手先 | 使用パージョン
]ava2SE I http://java.sun.com/j2se/1.3/ja/index.html い.3.1X以上
R言語 I http://www.r-project.orgl い.6.1以上
RDCOM I http://cran.r-project.orglcontrib/extra/dcom I 0.99 
第 21~ は R言語 (Windows の最新版は，本報告執筆時点では1.6.1)のホームページであるが，こ















































































第 51~1 で， r適用jボタンを押すと，第 61翠の地図が|地図表示Jウインドーに表示される.IFし{列」
ウインドーの下には縮尺が表示される.
町一 l コロプレス I~
この機能は，地図データの数値属性の値に基づいて，色の塗りわけが可能なコロプレス!翠を表示す
る(第 7図). 
ここで， r地図選択jで表示したい地図を， I項目選択jで表示したい項目を， I表示選択タイプj
で「等間隔Jを， i階級数選択jで「階級値Jを選択すると，第8図のコロプレス!翠が地図表示ウイ
ンドーに示され，これに対正、した凡例が凡例表示ウインドーに表示される.表示される値は，各階級





















































第12図 グリッド (メッシュ)作成 第13図 グリッドの表示
媛議語調議幅醤副圃白歯固幽圃園箇酋園箇箇圃園町商主1
第14図 「カルトグラム」サブメニュー 第15図 「連続型面積カルトグラム」ウインドー
纏鵬臨調施戸司・・圃・・・・白血園自国圃幽幽士1雪作



























オペレーター名 機 12 
contams ターゲ y ト・レイヤーのフイーチャーをサブジェクト・レイヤーのフイーチャーが合む
場合，該当のターゲット レイヤーのフイーチャ を選択




disjoint ターゲット・レイヤーのフイ チャーとサブジェクト・レイヤーのフイ チャーが交21
もJ妾制!もしない共通部分をもたない場合，該当のターゲット・レイヤーのフイーチャー
を選択
equals ターゲ y ト・レイヤーのフイーチャーとサブジェクト・レイヤーのフイーチャーが等し
い場合，該当のターゲット・レイヤーのフィーチャーを選択






























A. intersection (13) A. union (13) 
A. difference (13) 13. difference (A) A. symDifference (13) 

























第32図 条件検索実行後の結果 第33図 「オーバーレイ解析」ウインドー

























てきたが o丸野， 1997 ;村UJ，1990 ;村山・尾野， 1996)，地j或分析をオペレーショナルにするには，












第36図 ポイントのパッファーの実行結果(赤い部分) 第37図 ラインのバッファーの実行結果(赤い部分)














第42図 T町の表示(茨城県) 第43図 ボロノイ図の表示
t事費跡』一一一一一一一一一一一一一一_1ロIxl
日豆コヨ訂



























表示される. I-jí支差地図表示J ボタンを1"ljIすと，第 511~1の残差のコロプレス図が表示される.
( 2) 1週子分析
第52図の「因子分析」ウインドーにおいて，左側の「変数選択J1)ストより，因子分析にrFlしlる






























第48図 「回帰分析の計算結果」ウインドー 第49図 予測値と残差のテーフル

































































散布図を援用した探索13守な空間分析が可能である(村UJ， 1996 ; ~;J UJ .尾野， 1998). r分析」メ

















「方絡法jウインドーが表示される.r方格法Jウインドーで，グ J)'/ド名， ターゲ y トの地区!名，グ
リッドセルサイズ，グリァドの分割数を指定する.r実行Jボタンを押すと， r方格法Jウインドーに
実行結果が表示される(第671翠). 





ボタンを押すと， I最近隣法jウインドーに実行結果が表示される. I最近隣法Jウインドーで， I最
近隣点表示」ボタンを押すと，第69図の最近隣点が表示される.
第68図 「最近隣法jウインドー 第69図 「最近隣点表示j
( 3) RipleyのK関数法
IRipleyのK関数法Jメニュ一項目を選択すると，第70図が表示される.ターゲットの地図名を



















バル・モラン統計量Iは以下の式で求められる(杉浦， 1986 ;田中， 2000). 















ただし，E (1)は， 1の期待値，Var (1) はIの分散で，以下のように定義される.
E(J) ==_1で
n -1 






E(r-) = --~つ f
WL(nι-1) 
である.ここで，






(n -l)(n -2)(n -3)W2 
95 
ここで，kはχ1の尖度である(以上は，杉浦1986にもとづく). 










1 ~ = E(I) 
1 < E(l) 
グローパル・ギアリ統言十量Cは，式②で求められる.










Var(C)二 ι S 】 ヴ 一一__ J 
2(n + l)WL 
ランダム仮定の場合，分散は以下のようになる.
(n-l)Slln2 -3n十3-(n-l)k I 
Var(C)二・L J 
n(n 2)(n -3)W 
(n一明[n2+3n-6-(n2 -n+2)k] 
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( 3 )モラン・プロット



























第72図 「空間的自己相関Jウインドー 第73菌 グローパル空間統計量の計算結果
第 731~1 の結果をみると，第 5 表からみてI統計量は期待値より大きく，第 6 表からみて C統計量は
1より小さいので正の自己相!認を示している.また，検定については， z値はIおよびC統計量とと











ローカル・モラン統計量乙は以下の式で示される (Anselin，1995) . 
(Xi一王)エ Wij(Xj一王)








Var(1J = wi2Var(l) 
ここで，Var(J)は，ランダム仮定でのグローパル・モラン統計量の分散を示す.
式④











ローカルGおよびG*統計量は， Getis & Ord (1992) による距離統計に基づいたバイナリのウェイ
トマトリックスのみを扱う GIおよびG1*統計量を バイナリ以外のウェイト・マトリックスを扱える
ように拡張した統計量である (Ord& Getis， 1995). ローカルG統計量とローカルG*統計量とは，前
者がi-:f.jであるのに対して，後者は iご jであるのが異なる(張， 2001). 以下に，ローカルG統計
量の式を示す.
)，.Wげ (d)x;-W; x(i) 
GjCd) = rJ J 、











































i 1.10S.00:J]!1叫ρDJ.ll叫121{1.1 '.2 ~ 'I 陶α2・，"1m"・4・句"("申 告司附
第83図 ローカルG統計量の地図表示(距離20km) 第84図 ローカルG*統計量の地図表示 (距離20km)
い.ウェイトの合計は，以下のようになる.





















































ト数jおよび 1/又束回数Jを入力後， i適用jボタンを押すと，計算がはじまる.計算後， 1ニューラ
ルネットワークの計算結果」ウインドーが表示される(第881翠). 











( 1 )分析手法の追加， (2)表示機能の追加， (3)分析結果の保存機能の強化， (4)印刷機能の充
実， (5) データベース接続機能の構築， (6) インターネット接続機能の強化， (7)スクリプト機
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Development of Integrated Spatial Analysis System 
Using Open Sources 
Yuji MURAYAMA and Hisaji ONO * 
GeoComputation which attempts to integrate the quantitative geography and spatial visualization 
technology， has been very popular among GIS communities since the beginning of the 1990s. 
Especially the construction of platform for spatial analysis is one of the important research topics in 
the advanced countries. Luc Anselin who made 51うαce5tat，a spatial analysis software， has played a 
significant role in the development of GIS， and recently the Centre for Com1うutationalGeograJうhyat the 
University of Leeds， Geo VI5TA Center at the University of Pennsylvania and Center for 5，戸αtialy
Integrated 50cial 5cience in the University of California， Santa Barbara have given a great impact on 
the development of spatial and regional analysis using GIS. 
Given this background， this study tries to construct the system of integrated spatial analysis 
which is useful for the GIS education for geography majors in the university. The functions of this 
system that was built by using only open sources， inc1ude the mapping， spatial search， TIN， overlay， 
point pattem analysis， spatial autocorrelation， multivariate analysis such as regression analysis， factor 
analysis and cluster analysis， neural network， tessellation， and so on. This system works at 
Windows98/Me/NT/2000/XP. 
This software is now available through the following Internet address (http://land.geoおukuba.ac.
jp/teacher/murayama/geodbminer/index.html). 
Key words: GIS， education， spatial analysis system， open sources， integration 
* Pasco Corporation 
